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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４体の導体パターンが形成された複数の矩形状の機能層を積層して構成され、前記複数
の機能層の積層方向に直交する方向に併置された４体のインダクタ導体を有するインダク
タ部と、
　前記インダクタ部に積層され、複数の矩形状の機能層を積層して構成されたコンデンサ
部と、を備え、
　前記コンデンサ部の前記複数の機能層は、
　　互いに電気的に絶縁された４つの容量電極部が四隅に形成された第１の容量電極層と
、
　　前記第１の容量電極層に重ねられ、前記４つの容量電極部と重畳配置されるグランド
電極が形成されたグランド電極層と、
　　互いに電気的に絶縁された４つの容量電極部が形成され、前記第１の容量電極層との
間に前記グランド電極層を挟むように重ねられた第２の容量電極層と、を含み、
　前記第１の容量電極層の前記４つの容量電極部は、前記第１の容量電極層の対向する第
１の縁対までの距離が等しく、且つ、前記第１の縁対とは異なる対向する第２の縁対まで
の距離が等しく、
　前記第２の容量電極層の前記４つの容量電極部は、前記グランド電極層のグランド電極
と重畳するように配置され、且つ、前記第２の容量電極層の対向する第１の縁対までの距
離が等しく、且つ、前記第１の縁対とは異なる対向する第２の縁対までの距離が等しく、
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　前記第２の縁対は、前記４体のインダクタ導体が併置された方向に延びており、
　前記第１の容量電極層の前記４つの容量電極部のうち前記第２の縁対の一方の縁に隣接
する２つの容量電極部は、前記４体のインダクタ導体のうち２体のインダクタ導体の一端
にそれぞれ電気的に接続され、
　前記第２の容量電極層の前記４つの容量電極部のうち前記第２の縁対の一方の縁に隣接
する２つの容量電極部は、前記第１の容量電極層の前記２つの容量電極部が前記一端に電
気的に接続された前記２体のインダクタ導体を除く２体のインダクタ導体の一端にそれぞ
れ電気的に接続され、
　前記第１の容量電極層の前記４つの容量電極部のうち前記第２の縁対の他方の縁に隣接
する２つの容量電極部は、前記４体のインダクタ導体のうち２体のインダクタ導体の他端
にそれぞれ電気的に接続され、
　前記第２の容量電極層の前記４つの容量電極部のうち前記第２の縁対の他方の縁に隣接
する２つの容量電極部は、前記第１の容量電極層の前記２つの容量電極部が前記他端に電
気的に接続された前記２体のインダクタ導体を除く２体のインダクタ導体の他端にそれぞ
れ電気的に接続されている、積層型電子部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、積層型電子部品に関し、特にフィルタ機能を有する積層型電子部品に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この技術の分野における積層型電子部品は、例えば、下記特許文献１に開示され
ている。この公報に記載の積層型電子部品は、グランド電極と対面する８つの容量電極部
（ホット電極）が同一面において４つずつ二列に並んでいる。
【特許文献１】特開２００６－１４０１７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、発明者らの研究によれば、前述した従来の積層型電子部品のように４つ
の容量電極部を一列に配置すると、並列方向において内側に位置する容量電極部（以下、
内側容量電極部と称す。）における静電容量と、外側に位置する容量電極部（以下、外側
容量電極部と称す。）における静電容量とが相異することがわかった。
【０００４】
　これは、内側容量電極部と外側容量電極部とでは電子部品の端面までの距離が異なるた
めに、内側容量電極部とグランド電極との間に生じる電界の分布と、外側容量電極部とグ
ランド電極との間に生じる電界の分布とが相異することに起因しているものと考えられる
。
【０００５】
　そこで、本発明は、上述の課題を解決するためになされたもので、複数の容量電極部そ
れぞれにおける静電容量の均一化が図られた積層型電子部品を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る積層型電子部品は、４つの容量電極部が四隅に形成された矩形状の第１の
容量電極層と、第１の容量電極層に重ねられ、４つの容量電極部と重畳配置されるグラン
ド電極が形成されたグランド電極層とを有し、４つの容量電極部は、第１の容量電極層の
対向する第１の縁対までの距離が等しく、且つ、第１の縁対とは異なる対向する第２の縁
対までの距離が等しい。
【０００７】
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　この積層型電子部品においては、４つの容量電極部それぞれについて、第１の縁対及び
第２の縁対までの距離が等しくなっている。そのため、この積層型電子部品では、各容量
電極部とグランド電極との間に生じる電界の分布が等しくなっており、それにより、４つ
の容量電極部それぞれにおける静電容量の均一化が実現されている。
【０００８】
　また、４つの容量電極部が形成され、第１の容量電極層との間にグランド電極層を挟む
ように重ねられた第２の容量電極層をさらに有し、４つの容量電極部は、グランド電極層
のグランド電極と重畳するように配置され、且つ、第２の容量電極層の対向する第１の縁
対までの距離が等しく、且つ、第１の縁対とは異なる対向する第２の縁対までの距離が等
しい態様であってもよい。この場合、８つの容量電極部を有する積層型電子部品であって
も、容量電極部それぞれにおける静電容量の均一化が実現される。
【０００９】
　また、積層型電子部品がインダクタ部をさらに有する態様であってもよい。この場合、
本発明に係る積層型電子部品は、例えば、コンデンサ機能を有するフィルタ又はバリスタ
機能を有するフィルタとして機能する複合型電子部品となりうる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、複数の容量電極部それぞれにおける静電容量の均一化が図られた積層
型電子部品が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付図面を参照して本発明を実施するにあたり最良と思われる形態について詳細
に説明する。なお、同一又は同等の要素については同一の符号を付し、説明が重複する場
合にはその説明を省略する。
【００１２】
　本発明に係る積層型電子部品として、積層型コンデンサ（長さ２．０ｍｍ×幅１．０ｍ
ｍ×厚さ０．５ｍｍ）を例に以下説明を進める。図１は、本発明の実施形態に係るコンデ
ンサ１０を示した分解斜視図である。
【００１３】
　コンデンサ１０は、５層の機能層１２（１２Ａ～１２Ｅ）が積層されて構成されており
、１２Ａ、１２Ｂ、１２Ｃ、１２Ｄ、１２Ｅの順に積層されている。機能層１２はいずれ
も矩形薄板状を有しており、同一寸法となっている。また、機能層１２は、電気絶縁性を
有する誘電性材料からなっている。例えば、機能層１２の材料には、ＺｎＯを主成分とす
るセラミック材料が適用可能である。なお、必要に応じて、主成分のＺｎＯに添加物とし
てＰｒ及びＢｉからなる群より選ばれる少なくとも一種の元素、Ｃｏ及びＡｌを含む誘電
性材料で機能層１２を構成して、電圧非直線特性を発現させることにより、バリスタとし
ての利用が可能となる。さらなる特性向上のために、上述した以外の金属元素等（例えば
、Ｃｒ、Ｃａ、Ｓｉ、Ｋ等）をさらに添加してもよい。
【００１４】
　そして、５層の機能層１２Ａ～１２Ｅのうち、真ん中に位置する機能層１２Ｃには、そ
の主面１２ａにグランド電極１４がパターン印刷により形成されており、その機能層１２
Ｃと上下で隣り合う２層の機能層１２Ｂ，１２Ｄそれぞれには、その主面１２ａに４つの
ホット電極１６Ａ～１６Ｄ，１８Ａ～１８Ｄがパターン印刷により形成されている。
【００１５】
　以下、説明の便宜上、５層の機能層１２Ａ～１２Ｅの真ん中に位置する機能層１２Ｃを
グランド電極層と称する。また、そのグランド電極層１２Ｃの上側に位置する機能層１２
Ｂを上側容量電極層と称し、その上側容量電極層１２Ｂに形成されたホット電極１６Ａ～
１６Ｄを上側ホット電極と称する。さらに、グランド電極層１２Ｃの下側に位置する機能
層１２Ｄを下側容量電極層と称し、その下側容量電極層１２Ｄに形成されたホット電極１
８Ａ～１８Ｄを下側ホット電極と称する。
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【００１６】
　次に、図２を参照して、上述したグランド電極１４及びホット電極１６Ａ～１６Ｄ，１
８Ａ～１８Ｄの形状とそれらの位置関係について説明する。ここで、図２は積層された機
能層１２の平面図であり、（ａ）は上側容量電極層１２Ｂとグランド電極層１２Ｃとが積
層された状態を示した平面図、（ｂ）はグランド電極層１２Ｃと下側容量電極層１２Ｄと
が積層された状態を示した平面図である。
【００１７】
　図２（ａ）に示すように、上側容量電極層１２Ｂの４つの上側ホット電極１６Ａ～１６
Ｄは、互いに同一形状（若しくは鏡像の関係）を有しており、いずれも容量電極部１６ａ
と引出電極部１６ｂとで構成されている。
【００１８】
　上側容量電極層（第１の容量電極層）１６に形成された４つの上側ホット電極１６Ａ～
１６Ｄの各容量電極部１６ａは、同一形状を有し、上側容量電極層１２Ｂの長手方向（図
２のＸ方向）に沿って延びる略短冊形状となっており、その四隅が曲線的に面取りされて
いる。そして、上側ホット電極１６Ａ～１６Ｄの４つの容量電極部１６ａは、Ｘ方向に延
びる上側容量電極層１２Ｂの中心線Ｃ１に関して対称となるように二列に配列されている
。また、上側ホット電極１６Ａ～１６Ｄの４つの容量電極部１６ｂは、上側容量電極層１
２Ｂの短手方向（図２のＹ方向）に延びる上側容量電極層１２Ｂの中心線Ｃ２に関しても
対称となるように二列に配列されている。すなわち、上側容量電極層１２Ｂの４つの容量
電極部１６ａは、上側容量電極層１２Ｂの２本の中心線Ｃ１，Ｃ２それぞれに関して線対
称に配置されており、上側容量電極層１２Ｂの四隅に配された２×２のマトリクス配置と
なっている。
【００１９】
　そのため、容量電極部１６ａそれぞれは、Ｙ方向に延びる上側容量電極層１２Ｂの縁対
（第１の縁対）１２ｂ，１２ｂまでの距離ｄ１が等しくなっており、且つ、Ｘ方向に延び
る上側容量電極層１２Ｂの縁対（第２の縁対）１２ｃ，１２ｃまでの距離ｄ２が等しくな
っている。
【００２０】
　上側ホット電極１６Ａ～１６Ｄの各引出電極部１６ｂは、対応する容量電極部１６ａか
ら上側容量電極層１２Ｂの縁１２ｃまで延びる等幅ライン状の部分であり、一旦斜め方向
に引き出された後、Ｙ方向に沿って縁１２ｃまで延びて、素子端面の図示しない端子電極
と電気的に接続されている。各引出電極部１６ｂは、互いに同一形状（若しくは鏡像の関
係）であり、上側容量電極層１２Ｂの中心線Ｃ１に関して線対称となっている。
【００２１】
　グランド電極層１２Ｃのグランド電極１４は、Ｘ方向に延びる本体部１４ａと、本体部
１４ａから縁１２ｂまでＸ方向に沿って延びる一対の端部１４ｂとによって構成されてい
る。本体部１４ａは、四隅が曲線的に面取りされた短冊形状を有しており、上側容量電極
層１２Ｂの各上側ホット電極１６Ａ～１６Ｄに対応する領域を完全に含むように配置され
ている。そのため、上側容量電極層１２Ｂとグランド電極層１２Ｃとを重ねた際には、図
２（ａ）に示すように、上側容量電極層１２Ｂの容量電極部１６ａとグランド電極層１２
Ｃのグランド電極１４とが重畳する。端部１４ｂそれぞれは、素子端面の図示しない端子
電極と電気的に接続されている。
【００２２】
　図２（ｂ）に示すように、下側容量電極層１２Ｄの４つの下側ホット電極１８Ａ～１８
Ｄは、上側ホット電極１６Ａ～１６Ｄ同様、互いに同一形状（若しくは鏡像の関係）を有
しており、いずれも容量電極部１８ａと引出電極部１８ｂとで構成されている。
【００２３】
　下側容量電極層（第２の容量電極層）１２Ｄに形成された４つの下側ホット電極１８Ａ
～１８Ｄの各容量電極部１８ａは、上側ホット電極１６Ａ～１６Ｄの容量電極部１６ａと
同一の形状を有しており、且つ、互いに同一形状を有し、下側容量電極層１２Ｄの長手方
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２Ｄの４つの容量電極部１８ａは、上述した上側容量電極層１２Ｂの対応する容量電極部
１６ａと同じ位置に配置されている。そのため、下側容量電極層１２Ｄの下側ホット電極
１８Ａ～１８Ｄの容量電極部１８ａも、下側容量電極層１２Ｄの２本の中心線Ｃ１，Ｃ２
それぞれに関して線対称に配置されており、下側容量電極層１２Ｄの四隅に配された２×
２のマトリクス配置となっている。
【００２４】
　そのため、容量電極部１８ａそれぞれは、Ｙ方向に延びる下側容量電極層１２Ｄの縁対
（第１の縁対）１２ｂ，１２ｂまでの距離ｄ１が等しくなっており、且つ、Ｘ方向に延び
る下側容量電極層１２Ｄの縁対（第２の縁対）１２ｃ，１２ｃまでの距離ｄ２が等しくな
っている。
【００２５】
　下側ホット電極１８Ａ～１８Ｄの各引出電極部１８ｂも、上側ホット電極１６Ａ～１６
Ｄ同様、対応する容量電極部１８ａから下側容量電極層１２Ｄの縁１２ｃまで延びる等幅
ライン状の部分であり、一旦斜め方向に引き出された後、Ｙ方向に沿って縁１２ｃまで延
びて、素子端面の図示しない端子電極と電気的に接続されている。各引出電極部１８ｂは
、互いに同一形状（若しくは鏡像の関係）であり、下側容量電極層１２Ｄの中心線Ｃ１に
関して線対称となっている。
【００２６】
　ここで、従来技術に係るコンデンサのホット電極とグランド電極との位置関係について
、図３を参照しつつ説明する。図３は、従来技術に係るコンデンサ３０の一部分の積層状
態を示した平面図である。図３において、符号３２Ａ～３２Ｄは、同一層内に形成された
ホット電極であり、符号３４は、その下層に形成されたグランド電極を示している。
【００２７】
　４つのホット電極３２Ａ～３２Ｄは、いずれも矩形状を有しており、等間隔だけ離間し
た状態で平行に延在している。グランド電極３４も矩形状であり、ホット電極３２Ａ～３
２Ｄと直交するように、ホット電極３２Ａ～３２Ｄの並列方向に沿って延びている。
【００２８】
　図３に示すように、従来のコンデンサ３０では、３つ以上のホット電極３２Ａ～３２Ｄ
が一列に並んで配置されていた。そして、例えば図３のように４つのホット電極を一列に
配置した場合には、並列方向において内側に位置するホット電極（またはその容量電極部
）における静電容量と、外側に位置するホット電極（またはその容量電極部）における静
電容量とが相異することが、以下に示す発明者らによる実験の結果より明らかとなった。
【００２９】
　実験としては、図３に示したコンデンサ３０と同等のコンデンサ＃１と、図１に示した
コンデンサ１０と同等のコンデンサ＃２とを用い、これらのコンデンサ＃１，＃２の４つ
の容量電極部（ホット電極のグランド電極と対面する部分）とグランド電極との間の静電
容量をそれぞれＣＨ１～４として測定した。なお、コンデンサ＃１，＃２を構成する誘電
性材料には、ＺｎＯ、Ｐｒ６Ｏ１１、ＣｏＯ、Ｃｒ２Ｏ３、ＣａＣＯ３、ＳｉＯ２、Ｋ２

ＣＯ３及びＡｌ２Ｏ３を含む材料（誘電率４５６）を採用した。また、各コンデンサのホ
ット電極の容量電極部の寸法は０．６３ｍｍ×０．２３５ｍｍとした。
【００３０】
　その測定結果は、下の表１に示すとおりであった。なお、表１のコンデンサ＃１のＣＨ
１、ＣＨ２、ＣＨ３、ＣＨ４はそれぞれ、コンデンサ３０のホット電極３２Ａ、３２Ｂ、
３２Ｃ、３２Ｄにおける静電容量に対応している。また、表１のコンデンサ＃２のＣＨ１
、ＣＨ２、ＣＨ３、ＣＨ４はそれぞれ、コンデンサ１０のホット電極１６Ａ、１６Ｂ、１
６Ｃ、１６Ｄにおける静電容量に対応している。
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【表１】

【００３１】
　この表１からわかるとおり、コンデンサ＃１においては、ＣＨ１～４における静電容量
が大きく異なっており、内側に位置するＣＨ１とＣＨ４の静電容量が他の２つに比べて小
さくなっている。一方、コンデンサ＃２においては、ＣＨ１～４における静電容量がほぼ
同じであり、ＣＨ１とＣＨ４の静電容量は他の２つと大きく違わない。
【００３２】
　これは、図４及び図５に示すような電界の影響によるものと考えられる。ここで、図４
は、図３に示した従来のコンデンサ３０のＩＶ－ＩＶ線断面図であり、図５は、図１及び
図２に示したコンデンサ１０のＶ－Ｖ線断面図である。すなわち、従来のコンデンサ＃１
においては、ＣＨ１に対応するホット電極３２Ａの電界が、近接するコンデンサ端面３０
ａの影響により歪められて、その結果、ＣＨ３に対応するホット電極３２Ｃの電界とは異
なるものとなっていた（図４参照）。それにより、従来のコンデンサ＃１では内側に位置
するホット電極３２Ｂ，３２Ｃの静電容量と外側に位置するホット電極３２Ａ，３２Ｄの
静電容量とが異なっていると考えられる。
【００３３】
　一方、コンデンサ＃２においては、各容量電極部１６ａは、端面までの距離ｄ１，ｄ２
が同一となるように形成されている。そのため、各容量電極部１６ａの間における電界の
相異は実質的に生じない（図５参照）。それにより、コンデンサ＃２のＣＨ１～４では静
電容量とが略同一になっていると考えられる。
【００３４】
　なお、発明者らは、ＣＨ１、ＣＨ２、ＣＨ３、ＣＨ４として、コンデンサ１０のホット
電極１８Ａ、１８Ｂ、１８Ｃ、１８Ｄにおける静電容量についてもそれぞれ測定してみた
ところ、１４．４９ｐＦ、１４．３６ｐＦ、１４．３６ｐＦ、１４．２８ｐＦとなり、上
述した１６Ａ～１６Ｄの場合と同様にやはり略同一の静電容量が得られることが確認され
た。
【００３５】
　以上で詳細に説明したように、コンデンサ１０においては、４つのホット電極１６Ａ～
１６Ｄの容量電極部１６ａそれぞれについて、第１の縁対１２ｂまでの距離ｄ１及び第２
の縁対１２ｃまでの距離ｄ２が等しくなっている。そのため、各容量電極部１６ａとグラ
ンド電極１４との間に生じる電界の分布が等しくなり、それにより、４つの容量電極部１
６ａそれぞれにおける静電容量の均一化が実現されている。
【００３６】
　また、ホット電極１８Ａ～１８Ｄに関してもホット電極１６Ａ～１６Ｄと同様であり、
コンデンサ１０においては、４つのホット電極１８Ａ～１８Ｄの容量電極部１８ａそれぞ
れについて、第１の縁対１２ｂまでの距離ｄ１及び第２の縁対１２ｃまでの距離ｄ２が等
しくなっているため、各容量電極部１８ａとグランド電極１４との間に生じる電界の分布
が等しくなり、それにより、４つの容量電極部１８ａそれぞれにおける静電容量の均一化
が実現されている。
【００３７】
　上述したように、本発明の実施形態に係るコンデンサ１０は、グランド電極層１２Ｃの
グランド電極の上下両側にそれぞれ４つずつのホット電極１６Ａ～１６Ｄ，１８Ａ～１８
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Ｄを有し、合計で８つのホット電極１６Ａ～１６Ｄ，１８Ａ～１８Ｄ及び８つの容量電極
部１６ａ，１８ａを備えている。そして、これら８つの容量電極部１６ａ，１８ａを以上
で説明したように配置することによって、容量電極部１６ａ，１８ａそれぞれにおける静
電容量の均一化が実現されている。
【００３８】
　次に、上述したコンデンサ１０をコンデンサ部として備える積層型電子部品について、
図６を参照しつつ説明する。
【００３９】
　図６は、本発明の実施形態に係る積層型フィルタを示す分解斜視図である。図６に示す
積層型フィルタ１００は、積層型電子部品の一種であり、より詳しくは、インダクタとコ
ンデンサとからそれぞれ構成された４個のフィルタ素子が並列に設けられた積層型フィル
タアレイ部品である。積層型フィルタ１００は、寸法が長さ２．０ｍｍ×幅１．０ｍｍ×
厚さ０．８ｍｍであり、インダクタ部１１０とコンデンサ部１０とを備えて構成されてい
る。
【００４０】
　インダクタ部１１０には、９層の機能層１２０，１２１，１２２，１２３，１２４，１
２５，１２２，１２３，１２６が順に積層されている。機能層１２０～１２６は電気絶縁
性を有する材料からなる。例えば、機能層１２０～１２６の構成材料には、ＺｎＯを主成
分とするセラミック材料が適用可能である。機能層を構成するセラミック材料は、ＺｎＯ
のほか、添加物としてＰｒ、Ｋ、Ｎａ、Ｃｓ、Ｒｂ等の金属元素を含有していてもよい。
なお、機能層１２０～１２６の構成材料として、フェライト等の磁性体を利用することも
できる。
【００４１】
　複数の機能層１２１，１２２，１２３，１２４，１２５，１２２，１２３，１２６の一
方の主面上には、それぞれ、導体パターン１４１，１４２，１４３，１４４，１４５，１
４２，１４３，１４６が４体ずつ設けられている。４体の導体パターン１４１は、それぞ
れ、機能層１２０～１２６の積層方向に直交する方向に併置されている。導体パターン１
４２～１４６も、それぞれ４体ずつ、上記と同じ方向に併置されている。
【００４２】
　導体パターン１４１，１４６は端子電極引き出しのために設けられており、導体パター
ン１４２～１４５はインダクタンスを大きくするためにコイル状をなしている。換言すれ
ば、導体パターン１４２～１４５は、略長方形の辺に沿って形成されたコの字状をなして
いる。
【００４３】
　４体の導体パターン１４１の一端１４１ａは、それぞれ、機能層１２１の一縁に沿って
設けられている。４体の導体パターン１４１の他端１４１ｂは、スルーホール導体を介し
て４体の導体パターン１４２の一端１４２ａにそれぞれ接続されている。４体の導体パタ
ーン１４２の他端１４２ｂは、スルーホール導体を介して４体の導体パターン１４３の一
端１４３ａにそれぞれ接続されており、４体の導体パターン１４３の他端１４３ｂは、ス
ルーホール導体を介して４体の導体パターン１４４の一端１４４ａにそれぞれ接続されて
いる。また、４体の導体パターン１４４の他端１４４ｂは、スルーホール導体を介して４
体の導体パターン１４５の一端１４５ａにそれぞれ接続されており、４体の導体パターン
１４５の他端１４５ｂは、スルーホール導体を介して４体の導体パターン１４２の一端１
４２ａにそれぞれ接続されている。
【００４４】
　同様に、４体の導体パターン１４２の他端１４２ｂは、スルーホール導体を介して４体
の導体パターン１４３の一端１４３ａにそれぞれ接続されており、４体の導体パターン１
４３の他端１４３ｂは、スルーホール導体を介して４体の導体パターン１４６の一端１４
６ａにそれぞれ接続されている。４体の導体パターン１４６の他端１４６ｂは、それぞれ
、機能層１２６の一縁に沿って設けられている。
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【００４５】
　このように、インダクタ部１１０の積層方向に隣り合う導体パターン１４２～１４６同
士がそれぞれ直列に接続されて、４体のインダクタ導体１４８ａ，１４８ｂ，１４８ｃ，
１４８ｄを形成している。
【００４６】
　そして、積層型フィルタ１００においては、以上のような構成を有するインダクタ部１
１０の下側に、上述したコンデンサと同じ構成のコンデンサ部１０が積層されている。な
お、インダクタ部１１０のインダクタ導体と、コンデンサ部１０のホット電極とは、積層
方向に延びる図示しない端子電極により電気的に接続されており、積層型フィルタ１００
はπ型のＬＣフィルタとして機能する複合型電子部品となっている。
【００４７】
　そのため、この積層型フィルタ１００においても、コンデンサ１０と同様に、４つのホ
ット電極１６Ａ～１６Ｄの容量電極部１６ａそれぞれについて、第１の縁対１２ｂまでの
距離ｄ１及び第２の縁対１２ｃまでの距離ｄ２が等しくなっているため、各容量電極部１
６ａとグランド電極１４との間に生じる電界の分布が等しくなり、それにより、４つの容
量電極部１６ａそれぞれにおける静電容量の均一化が実現されている。
【００４８】
　また、ホット電極１８Ａ～１８Ｄに関してもホット電極１６Ａ～１６Ｄと同様であり、
この積層型フィルタ１００においても、コンデンサ１０と同様に、４つのホット電極１８
Ａ～１８Ｄの容量電極部１８ａそれぞれについて、第１の縁対１２ｂまでの距離ｄ１及び
第２の縁対１２ｃまでの距離ｄ２が等しくなっているため、各容量電極部１８ａとグラン
ド電極１４との間に生じる電界の分布が等しくなり、それにより、４つの容量電極部１８
ａそれぞれにおける静電容量の均一化が実現されている。
【００４９】
　本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、様々な変形が可能である。例えば、
積層型フィルタとして、π型積層型フィルタについてのみ説明したが、適宜Ｌ型積層型フ
ィルタに変更してもよい。また、積層型フィルタとして、ＬＣフィルタ（コンデンサ機能
を有するフィルタ）についてのみ説明したが、必要に応じて、コンデンサ部の設計を変更
してバリスタ機能を有するフィルタとしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係るコンデンサを示す分解斜視図である。
【図２】図２は、積層された機能層の平面図であり、（ａ）は上側容量電極層とグランド
電極層とが積層された状態を示した平面図、（ｂ）はグランド電極層と下側容量電極層と
が積層された状態を示した平面図である。図１に示す素体を層ごとに分解して示す分解斜
視図である。
【図３】図３は、従来技術に係るコンデンサの一部分の積層状態を示した平面図である。
【図４】図４は、図３に示した従来のコンデンサのＩＶ－ＩＶ線断面図である。
【図５】図５は、図１及び図２に示したコンデンサのＶ－Ｖ線断面図である
【図６】図６は、本発明の実施形態に係る積層型フィルタを示す分解斜視図である。
【符号の説明】
【００５１】
　１０…コンデンサ（部）、１２Ｂ…上側容量電極層、１２Ｃ…グランド電極層、１２Ｄ
…下側容量電極層、１４…グランド電極、１６Ａ～１６Ｄ…上側ホット電極、１６ａ…容
量電極部、１８Ａ～１８Ｄ…下側ホット電極、１８ａ…容量電極部、１２ｂ，１２ｂ…第
１の縁対、１２ｃ，１２ｃ…第２の縁対、１００…積層型フィルタ、１１０…インダクタ
部。
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